
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

（452 ）大正四年八月十五日

（

抄

　
　
録
）

　

○

骨

片
の

綿
火

藥

濾
過

蒐

集
法

・

し
。

　

　
　

　

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　

　
（

三

喧
潮

及
潜
水。
ー

−−

噴

潮
は

普

通

眞
直
に

且
一

本
に
一

〇

−
一

五

呎
の

高
さ

に

逹
す

。

潜
水
の

時
問
は
時
に

四

　
五

分、

長
き

時
は

十
五

乃
至

二

十

分、

距

離
に

し
て
、

三

〇
〇
；

四

〇

〇

蕁
を
潜

行
せ

る

後
水

面
に

現
は

れ
、

呼

吸

三

回

に

し
て

再
び

沈

む
。

　

　
　

　

　
　

　

（

四
）

速

度
ρ

i
遲

し
。

全
速

力

に
て

毎

時
七
−

八

浬、

普
遞
は

三

−

四

浬、

溜

岸
廻
遊
の

際

の

如

き
二

⊥
二

浬、

而
し
て

好

ん

で

海

岸
近
く
、

時
に

浪
打
際

を

泳
ぎ
廻
り
、

捕

鯨
船
に

疸
は
れ

し

際

の

如
き

、

汽
船
の

近
き

得

ざ

る

淺

瀬
に

遁

れ

て

捕
獲
を

免
る

よ

事

な

ど
を
な

す
。

　

　
　

　

　
　

　

（

五
）

食
物

。

1
數
十
の

個

體
を

解

剖
し

見

た

れ

ど
殆

ど
貧

物

と
稱
す
べ

き
も
の

を
發
見

し

得
ざ
り

き
。

是、
コ。

oo

ソ

；

写
×

等
の

觀

察
せ

る

所
と
一

致

す
。

蓋
し
移
動
の

途
中

並

に

生
殖
期
の
コ

ク

ヂ

ラ

は

殆
ど
食
物
を

取
ら

さ

る

も

の
・

・

如
く、

若

し
取

れ

ば
、

此

地

方

　
に

多
き

水
母

を

食
ひ

居
る

な

る

べ

し，

こ

れ

に

反

し

北

方

棲
息

塲

に

て

は

充
分

の

食

物
を
攝
取

し

居
る

も

の

よ

如

し
、

　
（

杪

者
日

く
，

一

部
の

日

木

人

が

四

國
に

て

觀

察
｛

る

所
に
、
。
う

も
亦
、

胃
巾，
食
物

な

し
。

但
し

日

本
の

捕
鯨

者
間
に

に
、

古

來、
ナ

マ

コ

叉

に

蟹
を

食
ふ

と

傳
へ

ち

れ

居

れ

り
。

）

　

　
　

　
　

　

　

　

へ

六
）

愛
情

。

1

ー
雌

雄
の

愛
情
強
く
、

雌

傷
く

も

雄
は

共

傍
を

去

ら
ず、

爲
に

典

に

漁
獲
せ

ら
る

よ

事

あ
り

、

雌

の

其
子

に

對
す
る

愛
情
の

強
き

は

又

有
名

な

る

も

の

に

し
て
、

此

鯨
の
二
c
〜、

ま
吾

と

稱
せ

ら

る

ζ

は、

其

育
兒
期
間
の

兇
暴
な

る

に

墓
く

な

ウ
。

　
（

抄

者

日

く、

子

持
ろ

の

コ

グ

ヂ、
7

に

近

く
∂

危

険
な

る

岐
、

徳
川

時

代
の

日

本

捕
隙

者
の

亦

特
記

せ

る

所
な

り．．
）

三

二

　

　
　

　
　

　
ロ

　
　

　
　

　
　

　

　
（

七
）

逆
戟
の

襲

撃。
ー

…

此

鯨
は、

逆
戟
に

襲
は

る

メ

事、

他
の

　

鯨
よ

り

も

甚
し、

而
し
て

此

敵
に

迺
へ

ば、

コ

ク

ヂ

ラ

は、

恐

怖
の

餘
り

、

仰
向
に

な

り、

胸

膳
を

擴
げ

少
し

も

動
か

す
。

サ

カ

マ

タ

　

即

ち

其
吻
を

鯨
の

口

中
に

差
入

れ
、

其
舌
の

前

端
を

噛
切

る
。

さ

　

れ

ば、

予
の

檢
す
る

を
得
た

る

三

十
五

頭
の
コ

ク

ヂ

ラ

中
、

七
頭

〃
　

迄
は

其

舌
完
全
な

ら
ざ
り

き．

一
　

　
　

　
　

　

　

　

　
（

八
）

大
さ

。

1
測
定

數
雌
五

十
三
、

雄
九
十
五

。

前
者
四

五

ー

四

…
　

二

呎、

後
者
四
三

−

⊥
二

六

呎
、

之

を

東
洋
捕
獲
侖
駐
瓧
々

員
の

測
定
せ

……
　

る

所
と

綜

合

す
る

に、

雌
の

不
均
約

四
一

呎、

雄
の

李
均
約
三

九

…
　

呎。

最
大

限
四

五

呎
。

〜
　

　
（

抄

者
曰

く．

原
文

に

に
四

＋

頁

ば
か

り
に

渉
れ
る

詳

細

な
る

外

形

及

骨

骼
の

記

載

へ
　
あ

れ

ど

も

省

略
す

．

要
す

う

に

此

鯨

の

形

態
は

、

長
簣
鯨
亜

科
並
に

脊
美
鯨

亞

科
の

中

〔
　

間
の

性
質
存

帶
ぶ

と
、、

ふ、
二
悶

し

て
、

脊
椎

婆
蔦．
ご・
H8

ヨ
き
〔

ゴ

器

ム
爭

に

…
　
し

て
、

轟

は

悉

く
分

離、
3

。

徒
來

明・・

；

と

記

さ

れ

貞
る

ほ

多

分

誤
・

な
る
。へ

し

と

 
　
い

ふ
，

）

…
　

　
　

　
　
　

の

　

　
（

九
）

類

縁。
ー
1

内
外
形

態
よ

り

論
じ
て
、

此

鯨
は、

現
生
有

鬚

…
　

鯨
類
中

最
も

原
始

的
な

る

も
の

な

り
。

而
し
て

上

記
の

如
ぐ
、

長

｛
　

簀・
脊
美
兩
鯨
亞

科
の

中
間

、

就

中
前

者
に

近
き

構
造

を

有
す
と

雖、

へ一
　

必

す

し
も

其
等
に

最
も

近
き

類

縁
め

り

と
い

ふ

に

非
す

。

種
々

宀
　

の

點
よ

り

考
察
し
て
、

是
に

最
も
近

縁
あ
る

は

鮮
新
世
の

化

石
鯨

　
N）、へ
§
〜

ミ
ミ

ミ

な

る

べ

し、

而

し
て

是

ば

現
世

の

長

簣
鯨
亜

科

に

類

　

縁
あ
る

も
の

な

り
。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ
永

澤

六

郎）

●
骨
片
の

綿
火
藥
濾
過
蒐
集
法

（〕
；
〜
〈

ヱ｝
；

メ
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＝
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〉
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＝
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。

巳
8

ξ

濤
犀
胃

鴛
ぢ

兇．
气．
こ
。

自・
蜜

鶏・

観
。

尸

鈎

霧
o
‘ 。．

曇
典
一

ψ
戸

叭

）゚

　
此

法

ロ

著

者

が

海

錦
の

骨
片

な

集

む

る

に

用
ゐ

れ

る

方
法
な

り
p

さ

れ

ど
硅
藻

殻
其

他、

ア

ζ

亨

崟
に
エ

！
テ

ル

に

溶
げ

ざ
る

も

？
蒐

集
に

は

す・
へ

て

應
用

す

ろ

事
な

得
。

而

し

て

著

者
の

い

ふ

所
に

よ

れ

俵
、

　
逋
心

機

な

掬
ゐ

ろ

よ

り

も

簡
便
と

し

て

利

釜
多

し
。

是
に

用
ゐ

る

器

械
は

内
徑
孚
吋
長
さ

八

吋
位
の

硝
子

管
一

本
な

り
。

但
し

其

先
は

細
く
延

ば

し
て

八

分
の
一

吋
位
の

直
徑

と
な

し

置

≦
し

。

濾
遏

用
の

綿
火

藥
は

即
ち

其

所
に

厚
さ

嗣
じ

≦
八

分

の
一

吋
位、
に

輕
く

詰
め

込
み

置
く

な

り
。

砺

し
て…
管
は

溺

に

適
當

の

コ

〆

ク

栓
に

箝
め

込
み

置

ぐ
。

フ

ラ

ス

コ

な

ど
、

瀘
過
液
を

受

ζ
る

器
王
に

管
を

支
ふ

る

時
の

硬
宜
に

備
ふ

る

な

り
。

　

骨
片
は
先
づ

試
驗

管
に

入
れ

、

硝
酸
若
く
は
伺
四
く
Φ

目

液
に

て

煮、

永
洗

し
た

る

後
、

之

を
上

記
の

瀘
過

用
硝
子

瞥
中
に

明
く

。

而
し
て

水
の

充
分
に

瀘
過

せ

ら
れ
セ

る

を

待
ち、

更
に、

順
次、

水
及
九
〇
鬼

ア

膨

コ

ホ

ー

μ
（

二

回
）

を
加
へ

て

洗

滌
し
、

其

終
b
元

る

後、

塞
栓

と
な

り

居
る

綿
火

藥
を
管
中
に

推
し

戻
し
、

之

を

細

き
試
驗

管
中

に

明

く
。

然
る

上
に

、

無
水
ア

戸

コ

ホ

：

μ

並
に
エ

ー

ナ

川

を

等

量
に

混
じ

詑

る

蔽
を

注
ぎ、

コ

川

ク

栓
に

て

密
閉
し、

之

を
振

量

し
て

綿
火

藥
を
溶
か

し
、

管
底
に

骨
片
の

み

を

殘
留
せ

し
む

る

な

り。

さ

れ

ど
念
の

爲
、

そ
の

ア

ル

コ

ホ

ー

川

＋

エ

r
テ

ル

液
を
ピ

ペ

ツ

ト

に
て

入

れ

換
へ
、

再
び

振
盪
し
だ
る

後
、

更
に

そ

の

液

を

除
き
、

九
〇
傷

の

ア

ル

コ

ホ

ー

川

を

加
へ

、

骨
片

の

器
底
に

沈

む

を
待
ち
、

拾
ひ
上

げ
て

プ
シ

パ

ラ

ー

ト

に

作
る

な

b
。

其

際
獪
綿
火

藥
の

殘

片
あ
ち．
ば、

火

を
以

て

焼
く

も
可

な

れ

ど
、

唯
そ
れ

に
て

は

高
熟
の

爲
撰
骨
片
を

熔
か

す
の

恐

れ

あ
り
．

叉

右
の

濾
過
は
壓

力
を

却
へ

て

促
進

す
る

も
可
な

れ

ど、

こ

れ

も
結
局
は

骨
片
を

損
す
る

の

結

果
を

釀

す
虞
あ
り
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

（

永
澤

六

郎
）

　

　

　
　

●
「

イ

ク

シ

オ

ス

ポ

リ

ヂ

ゥ

ム
」

の

發
育
環
と

　

　

　
　

　
「

ハ

プ

ロ

ス

ポ

リ

ヂ

ァ

」

の

所
屬

｝…

　
も

龜
篝

襲
鬟
肖

轟
蘿

毒

籌
蠶
咢

罫
掬

窮
， ，

蝶
護
研

鐸
於
て

、

妻
§
程

雲

…

翻
驪

警
の

欝
藁
轄
虞

総
釁

…

袰
撒

鷲
奏
ハ

デ

ー
多
鼕
ラ

羊
ド

…

厚
形

募
裂
に

警
鑑
i
霊
ー
フ

樣
の

プ

三

↑

一

。

ー
、

幽

x
、

、

の

單
核
シ

ゾ

ン

ト

ー
二

核
の

・

ゾ

・

卜
（

菅
は

一

ス

梦
ン

識

三
 

一
　

　

二

核
の

ス

ボ

ロ

ン

ト
ー

ー
…
ブ

ラ

ス

チ
ュ

ラ

様
の

プ

ラ

ス

モ

ー

ド

　

ー
吟

莟

の

單
核
胞
子

　
單
核
シ

ゾ

ン

ト

…
ー

二

核
シ

ゾ

シ

　

ト
g

　
　
・

数
に

著
者
は

与
8
ざ
N

星

中
に

国
愕
δ
日
088No

器．

な

る
一

　

亜

目

を
設
け、

從
來

齧
o

き
蓉
鑓

中
に

入

れ

置
か

れ

陀
る

属

竃
H

翕
ヤ

　
o
匡

象
匿

を

此

處
に

移
し
て

駕
竜
ご
。・

噂
O
昌

象
含

器
　
な

る
→

科
と
な

せ

（

砂

　

蘇
γ

○
「

イ

〃

シ

オ

ス

ポ

リ

ヂ

ウ

ム畠
」

の

發
育
環

と
「

ハ

ブ

9

ス

ポ

》

ヂ

ァ
」

の

所
屬

一
三
二
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